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図書館だより 市内図書館の開館時間 10:00 ～ 18:00　※古市 [～17:30]、中央 [ 平日のみ ～ 20:00]
全館休館：毎月最終㈬ ※㈷の場合は翌日、12 月を除く
ブックステーションはびきのコロセアム　☎ 072-937-7210  開館㈫㈭㈯ 13:30～16:30

2026 はじめての手話～手でおしゃべりしてみよう～
■■とと■ ■ きききき 2 月 7 日㈯ 14:00 ～（受付 13:30 ～）
■■場場■■所所   ききLIC はびきの２階  中会議室 B
■■対対■■象象   きき小学生以上（小学生は保護者同伴）　
■■定定■■員員   きき20 人（先着順）
■■申申■■込込   きき中央図書館窓口・電話

～図書館で映画を楽しもう～  わくわくドキドキ★ムービーシアター
『望み』（邦画） 2 月15 日㈰（2 月 14 日㈯まで受付）
■■とと■ ■ きききき 上映14:00～（開場13:30～） 　■■場場■■所所   ききLICはびきの映像セミナー室
■■対対■■象象   きき図書館利用カードをお持ちの方　　■■定定■■員員   きき先着 45 人
■■申申■■込込   きき中央図書館窓口・電話・ウェブサイトから
対対

朗読ボランティアグループ「はびきの」第２９回 朗読発表会
＜内容＞星　新一作『未来いそっぷ』より
　　　　山本　周五郎作『蕗問答』ほかとと

■■とと■ ■ きききき 2 月 14 日㈯ 13:00 開場 13:30 開演　　
■■場場■■所所   ききＬＩＣはびきの ２階 大会議室　　■■定定■■員員   きき70 人

＜休館日＞ 2 月 25 日㈬ 市内図書館は全館休館です。

市内図書館 おはなし会 特集テーマ

中　  央　☎ 072-950-5501　㈪休館
  7 日㈯　21 日㈯ 11:00 ～ 一般・しあわせの味、見つけました。／ 児童・せかい中のおいしい本

特集１・手でおしゃべりしてみよう
特集２・あかちゃんと楽しむ絵本のリスト ／ 特集３・冬のたのしみ

  8 日㈰　22 日㈰　 14:00 ～
21 日㈯ 15:00 ～

陵南の森　☎ 072-952-2750　㈮休館
  1 日㈰　8 日㈰　28 日㈯ 11:00 ～

一般・世界は愛に満ちている♡
児童・“あま”くて“こい”しい本

21 日㈯　 15:00 ～
15 日㈰　小さい子向け 11:00 ～
15 日㈰　少し長いお話を聞ける子向け 11:30 ～

東  　部　☎ 072-950-2002　㈮休館 11 日㈬ 10:30 ～ お寺と神社とくらし
古  　市　☎ 072-958-0050　㈪㈫休館 ー 一般・「新書」集めました。／ 児童・むかしばなし
羽曳が丘　☎ 072-958-8653
　　　　　　 072-957-5553　㈮休館 14 日㈯　28 ㈯ 11:00 ～ 自分をバージョンアップ

丹  　比　☎ 072-937-2355　㈮休館 28 日㈯ 10:30 ～ あまい気分
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